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（単位：万円）

　平成22年度の経営状況は、入院患者数が１日当た

り105.7人で前年度と比較し1.0人の増加、外来患者

数が１日当たり425.6人で21.0人の減少となりました。

　入院収益は、11億9,560万円で前年度より4,115万

円の増、外来では６億5,835万円となり、前年度よ

り387万円の減となりました。この収益を１人１日

当たりで換算しますと、入院では30,997円（前年度

30,171円）、外来では6,535円（前年度6,271円）になり

ます。その他、健診収益、町からの負担金等を含め

た総収益は23億444万円となりました。

　一方、費用については、職員給与費i 11億1,328万

円で前年度より465万円の減、薬品費１億5,006万円

で前年度より750万円の増、診療材料費１億2,863万

円で前年度より817万円の減、その他経費７億8,010

万円で前年度より3,225万円の増となり、その他減

価償却費、企業債利息などを含めた総費用合計では

24億1,830万円となりました。

　この結果、収支では、昨年に引き続き１億1,386

万円の赤字決算となりました。

　22年度末の累積欠損金（これまでの赤字額の総額）

は５億3,530万円となりました。

　また、医療機器の購入では電子内視鏡システムii 

2,483万円、透析用監視装置iii 1,365万円、胎児集中

監視システムiv 924万円、財務会計システム710万円、

健康診断データ管理システム386万円など8,006万円

を投じ41点の機器更新等を行いました。

　このほか、施設費で医師住宅建設工事2,699万円、

中央監視自動制御装置v 更新工事1,638万円、医師住

宅改修工事628万円、外壁調査補修工事315万円など

5,629万円を投じました。

　平成22年度は、内科医師が半減し、勤務環境、経

営環境など病院の運営は大変厳しいものでありまし

たが、前年度と比較し赤字幅を縮小する結果となり

ました。

めむろ☆育児サークル 「はぐＨｕｇ」「はぐＨｕｇ」 のご案内
と　き　10時30分～11時30分
ところ　公立芽室病院　３階研修室
参加費　100円

項　　　　　　　目 平成22年度 平成21年度 増　　　減 増　減　率

病院事業収益　Ａ 230,444 225,182 5,262 2.3％

うち一般会計繰入金 26,974 26,382 592 2.2％

病院事業費用　Ｂ 241,830 241,085 745 0.3％

事業収益　Ａ－Ｂ △  11,386 △  15,903 4,517 28.4％

入
院

１人１日当たり入院収入 30,997円 30,171円 826円 2.7％

１日当たり平均患者数 105.7人 104.7人 1.0人 1.0％

外
来

１人１日当たり外来収入 6,535円 6,271円 264円 4.2％

１日当たり平均患者数 425.6人 446.6人 △  21.0人 △  4.7％

事務長　　江口　美生男

事業収支の状況

平成22年度病院経営状況について平成22年度病院経営状況について

医師数減少医師数減少のの中、前年度中、前年度とと比較し赤字幅比較し赤字幅がが減少減少
予定しているテーマ

７/20（水） 乳幼児のための救命講習会
 指導員をお招きして救命方法を学びます
 ＊この回は事前申し込みが必要です
 産婦人科病棟まで℡62－2811（内217）

８/17（水） となりのひとを褒めてみよう
 「褒める」で学ぶコミュニケーション

９/21（水） 自分の体を知ろう
 助産師の指導でストレッチをします

「べびHug」もあるよ
毎月第１水曜日　11時30分～13時00分　（お昼が必要な方は各自ご持参ください）
プレママ＆ママの交流の場としてお気軽にご利用ください
楽しくおしゃべりしてリフレッシュしましょう

休 診 の お 知 ら せ
公立芽室病院は、お盆の８月15日（月）の外来診療を休診に

します。ただし、救急診療は行っていますので、救急の際

はお申し出ください。

公立芽室病院 事務局 庶務係　☎62-2811　 byouin@memuro.net

問い合わせ　公立芽室病院産婦人科病棟　☎62－2811（内217）

「公立芽室病院外来診療案内」をすまいるに折り込みました。ご活用ください。

毎月第３水曜日は、 病院に集まれ!妊婦さんも大歓迎！

育児中の親子の皆さん、 これから出産を迎える方、

当院以外でお産した方、 お産予定の方も参加しよう！

 i　職員給与費：正職員（臨時職員を除く）の給料、共済費（社
会保険料等の事業主負担分）を合わせた額

i i　電子内視鏡システム：胃カメラや大腸カメラ検査等で
写した映像をテレビ画面に映し出し、さらにその映像
を電子カルテに保存できる装置

iii　透析用監視装置：安全な透析が行えるように監視機能、
除水量制御機能を備えた装置

iv　胎児集中監視システム：医師・助産師・看護師が別の
部屋（外来・ナースステーション）にいる時でも、母児
の状態を正確に把握できるシステムで、おなかの赤ち
ゃんが安全に生まれるよう赤ちゃんの様子を監視し記
録する装置

v　中央監視自動制御装置：病院内の空調やボイラーを管
理する装置


